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社会福祉協議会の略称です。

公共性を持った社会福祉団体です。 

誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉

の実現を目指しております。 

社 協 だ よ り 

『社協だより』は共同募金の一部配分金を受けて発行しています。 

中標津高校「木馬の会」のボランティア活動によ

り、携帯電話の活用方法を末広老人クラブの方々

が手ほどきを受けました。 

ボランティアのつどいで日ごろの活動を 

披露しました。 



        

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
初

日
の
出
と
と
も
に
、
健
や
か
な
う
ち
に
初

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
衷
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
運
営
と
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
理
事
、
職
員
と
と

も
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
９
月
、
中
標
津
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
し
て
は
、
初
め
て
で
あ
り
ま

す
が
第
63
回
北
海
道
社
会
福
祉
大
会
を

中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
を
主
会
場
に

開
催
し
、
盛
会
の
中
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
根
室
管
内
１
市

４
町
の
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
、
町
民
の
皆
様
、
福
祉
関
係
に
携
わ

る
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
成
功
に
導
び
く
こ
と
が
出
来
た
も

の
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

全
道
各
地
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
々
様
に
と
り
ま
し
て
は
、
中
標
津
町

の
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
街
並
や
開

陽
台
を
含
め
た
広
大
な
酪
農
地
帯
の
す

ば
ら
し
さ
を
堪
能
す
る
と
と
も
に
、
充

実
し
た
施
設
の
中
で
の
研
修
に
十
分
に

評
価
を
頂
い
た
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

私
ど
も
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
後

と
も
行
政
と
連
携
の
も
と
、
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
中
核
組
織
と
し
て
、
互
い
に

支
え
あ
い
、
笑
顔
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
街
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
く
こ
と
は
勿
論
で
あ

り
、
現
社
会
福
祉
法
の
中
で
も
、
そ
の
役

割
が
明
確
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
、
地

域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
の
は
、
社
会
福

祉
事
業
者
で
あ
り
、
民
間
福
祉
活
動
団

体
、
更
に
は
、
地
域
に
生
活
す
る
住
民
が

相
互
に
協
力
す
る
と
い
う
、
地
域
住
民
の

参
画
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

特
に
、
昨
今
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害

に
対
し
て
は
、
地
域
住
民
の
連
携
の
必
要

性
や
、
日
常
の
備
え
の
重
要
性
を
提
唱

す
る
と
と
も
に
、
常
に
危
機
感
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
、
町
内
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
等
関
係
団
体
や
町
民
皆
様

と
協
議
・
連
携
の
も
と
、
各
種
福
祉
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
地

域
福
祉
活
動
を
執
り
進
め
て
い
く
た
め

の
財
源
は
、
全
て
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
会
員
会
費
や
寄
付
金
等
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
当

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。 

私
ど
も
役
職
員
一
同
、
信
頼
さ
れ
る

「
社
協
」
づ
く
り
の
た
め
に
、
町
民
の
皆
様

が
抱
え
て
い
る
課
題
に
耳
を
傾
け
、
一
緒

に
な
っ
て
そ
の
解
決
に
向
け
た
行
動
が
必

要
不
可
欠
の
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

町
民
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

一
年
が
ご
健
勝
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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平
成

25
年

11
月

30
日
（
土
）
第

45

回
中
標
津
町
社
会
福
祉
大
会
を
中
標

津
町
総
合
文
化
会
館
（
し
る
べ
っ
と
）

で
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
一
般
参
加
者
や
受
賞
者
、

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
参
加
団
体
な
ど

含
め
約
２
０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
地
域
福
祉
に
貢
献
さ

れ
た

11
名
に
表
彰
状
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。 

 

式
典
後
、
一
昨
年
の
第

43
回
大
会
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
山
田
火
砂
子

監
督
の
ご
家
族
の
実
話
で
あ
り
、
二
人

の
娘
さ
ん
と
の
三
人
で
笑
っ
て
泣
い
た

30

年

間

を
ア
ニ
メ
化
し
た
記

念

映

画

『
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
と
ん
だ
日
』
を
上
映
し
ま

し
た
。 
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落
老
人
ク
ラ
ブ
） 

黒
川 

静
枝 

 
 

様
（
南
町
新
生
ク
ラ
ブ
） 

 

深
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ラ
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≪ぽれぽれの会≫   ≪森の家≫   ≪工房うぃんくる≫   ≪くれぱす≫ 

ふれあいコーナー 

町民ホールでは活動展示紹介や障がい福祉サービス施設による販売が行われ、大き

な賑わいがありました。 

 

 

 

当日、赤い羽根共同

募 金 に ご 協 力 い た だ

い た 皆 様 あ り が と う

ございました。 

募金額 9,475 円 



              

平
成
25
年
11
月
20
日
、
中
標
津
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！ 

       

 

す
で
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
お
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
？
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
お
知
ら
せ
ブ
ロ

グ
」
の
機
能
も
加
わ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
様
々
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
！ 

「
お
知
ら
せ
ブ
ロ
グ
」
は
1
日
1
回

更
新
を
目
標
に
し
て
社
協
の
日
々
の
業
務
、

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
、
日
常
の

一
コ
マ
な
ど
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。 

そ
し
て
・
・
・
中
標
津
町
社
協
で
も 

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
始
め
ま
し
た
! 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
ブ
ロ
グ

と
連
動
し
て
様
々
な
情
報
を
お
届
け
し

て
い
き
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
も
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
社
協
の
情

報
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
「
い
い
ね
！
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
も
地
域
住
民
の
皆
様
と

今
ま
で
よ
り
も
「
つ
な
が
る
」
関
係
を

築
い
て
い
く
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

   

こ
の
度
、
中
標
津
町
内
に
お
住
ま
い

の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
社
協
が
行
っ
て

い
る
介
護
保
険
事
業
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
様
、

想
い
を
込
め
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り

ま
し
た
。
公
共
施
設
等
に
配
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
り
、
ご
覧

下
さ
い
！ 

      

 
  

平
成
25
年
12
月
８
日
、
中
標
津
町

社
協
が
進
め
る
サ
ロ
ン
活
動
と
し
て
６

つ
目
と
な
り
ま
す
旭
第
１
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
が
、
正
式
に
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
当
日
は
初
め
に
総
会
が
開

か
れ
、
当
社
協
の
西
根
会
長
も
出
席
御

祝
い
し
、
そ
の
後
参
加
さ
れ
た
32
名
の

方
は
歌
や
体
操
、
い
ろ 

い
ろ
な
ゲ
ー
ム
で
楽 

し
い
時
間
を
過
ご
さ 

れ
て
い
ま
し
た
。 

  

   

 

中
標
津
町
か
ら
委
託
を
受
け
管
理
運

営
し
て
い
る
健
康
増
進
室
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
中
標
津
町
よ
り
平
成
26

年
度
以
降
設
置
し
て
い
る
機
器
の
保
守

点
検
が
出
来
な
い
と
の
理
由
か
ら
中
止

す
る
旨
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

利
用
者
皆
様
か
ら
多
数
の
ご
意
見
・
要

望
が
あ
り
、
中
標
津
町
で
検
討
を
し
て

い
た
だ
い
た
結
果
、
機
器
に
対
し
過
度

な
負
担
を
か
け
な
い
事
や
、
不
具
合
を

見
つ
け
た
時
は
直
ち
に
連
絡
し
て
も
ら

う
等
利
用
者
に
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

来
年
度
以
降
も
利
用
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

 

な
お
、
健
康
増
進
室
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
を
持
つ
方
、
怪
我
や
リ
ハ
ビ
リ

を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
利
用
と
は
一
定

の
線
引
き
が
必
要
と
な
る
事
か
ら
、
平

成
28
年
秋
（
予
定
）
の
新
体
育
館
完
成

後
は
改
め
て
ル
ー
ル 

の
検
討
が
予
定
さ
れ 

て
お
り
ま
す
。 
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パ
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レ
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福祉レクリエーション講座を開催しました 

平成 25年 11 月 2日（土）、中標津経済センター（なかまっぷ）でケアレ

クリエーション倶楽部 代表 南部 広司 氏を講師に招き、福祉レクリエー

ション講座を開催しました。参加者の皆様には、高齢者の介護予防に使え

るレクリエーションをどのように自分達の活動に取り入れていくかを学ん

でいただきました。 

ボラセン情報 
～中標津町ボランティアセンターからのお知らせ～ 

ボランティアのつどいを開催しました 

 平成 25 年 10 月 26 日（土）、中標津経済センター（なかまっぷ）で平成 25 年度ボランティアのつどいを

開催しました。ボランティアのつどいは、昨年はボランティア交流会という名前でボランティア活動者のみを

対象とした事業でした。今年はボランティア同士のつながりづくりとともにボランティア活動を町民に知って

いただく機会として、中標津町ボランティアセンターに登録しているボランティア活動団体や個人 14 名、ボ

ランティアセンター運営委員 5名で構成された実行委員会が企画運営する事業として取り組みました。実行委

員会は 8月から 6回開催し、事業の企画から会場設定や広報の方法、当 

日の運営を考え、準備を進めてきました。当日は約 100 名の方が来場し、 

会場内でパネルなどを使った活動紹介、日頃の活動を団体や個人から披 

露、参加者全員が円を作って順々に会話していく自由交流とプログラム 

が進み、参加された方々には中標津町の色々なボランティア活動を知っ 

ていただくことができました。 

今回のつどいの結果を踏まえ、来年度にはさらによりよい内容にする 

ために検討を重ねますので、皆様の多くのご参加をお待ちしております。 

 

≪自由交流の様子≫ 

 
≪都道府県ビンゴの様子≫ 

 

 

 

講座の前半では、福祉レクリエーションの効果、提供する立場の心がまえ、段取りや意味を相手に伝えるタ

イミングなどについて学びました。後半はチームに分かれて都道府県ビンゴや七福神を揃えるゲームの演習を

行い、「考える」ことが脳の刺激になること、またゲームの「楽しさ」を実感しました。 

 参加された方々からは、「自分の活動に使える」「笑いながら楽しいレクを学べてよかった」と声があり、

皆様の今後の活動に活用し、笑顔と健康を広げていただきたいと思います。 

生活福祉資金のご案内 

生活福祉資金貸付制度は、厚生労働省の要綱にもとづき、他の貸付制度が利用できない低所得世帯、障害

者世帯または高齢者世帯の方々へ、資金の貸付けと必要な相談・支援により、経済的自立と生活の安定を目

指すことを目的とし、「総合支援資金」「福祉資金」「教育支援資金」「不動産担保型生活資金」の 4種類

があります。対象となる世帯は「低所得世帯」「障害者世帯」「高齢者世帯」で、資金の種類、使途内容により

貸付要件が違い、世帯状況だけで貸付要件に合致するかどうか判断することができませんので、詳しくは下記窓口まで

ご相談ください。 

相談窓口：社会福祉法人 中標津町社会福祉協議会 相談支援業務担当 

    ＴＥＬ ０１５３（７９）１２３１   ＦＡＸ ０１５３（７９）１２３３ 



 
 
災害時から考える地域の 

ネットワークづくり事業を行いました 

 平成 25 年 10月 12日(土)、災害救援ネットワーク北海道 代表 山口 幸雄 氏を講師に招き「西泉町内会」

と「東町内会」でマグニチュード9.0、震度 7の地震が発生し、水道は断水、電気は停電、ガスは停止した状

態を想定しての防災訓練を行いました。この事業は、災害が発生した際の近隣住民同士での助け合いの大切

さ、そのための関係づくりを目的として実施しており、今年度は更にそこから一歩前進し、より実際の「災

害」をイメージしてもらうことに重点を置き事業を実施しました。 

西泉町内会編（午前の部） 

 午前 9時 30分～午後 2時まで、西泉町内会避難所に集まり、今出来ることは何か？ 

お腹が空いた時はどうするかを食糧班、燃料班、水確保班の 3つの班に分かれて考え 

ていただき、災害時に使えそうな資源や身の回りにある道具の活用方法について様々 

な意見が挙がりました。 

 また、当日参加して頂いた町内会に「空き缶」をお持ち 

いただいて自分で火を起こし空き缶で米を炊く炊き出しも 

行い、講師の山口 幸雄 氏から「チームワークがいいね！」 

と太鼓判をいただきました。 

               使えるものがほとんど何もない状況の中で実際に被害が出ている想定のもと、

訓練を実施したことで災害に対する日々の備えと災害時の行動について考え

ていただく機会とすることができ、町内会の方々からは今後に向けて「町内会

で味噌を作って備蓄しよう」「サランラップ、ガスボンベ、無洗米の備蓄を増

やすように検討しよう」など様々な意見が出ました。 

 西泉にはパン屋、 
米屋もあるから食 
料は調達できる！ 

町内会行事で余っ 
た炭で火を起こせ
る！井戸水がある！ 

 
 

≪空き缶でご飯を炊きました≫ 

【ワンポイント】～空き缶切りが出来ない子供が両親や町内会の大人 
に習いできるようになりました！ 

●西泉町内会から下記の結果報告便りをいただきました

ビール缶、ジュース缶でご飯を炊いたが、予定時間

４０分で炊き上がり、食べても美味しかった。 

西泉町内会自主防災会として保存・保管して置く 

機具、非常食等も明確になってきた。 

西泉町内会緊急避難場所経路(中標津運動公園内第

２集会室)の確認、誘導訓練が出来た。 

災害救援ネットワーク北海道  

代表 山口幸雄講師の講話も参考になった。 

災害救援ネットワーク北海道 

代表  山口 幸雄 講師 

 

 

 

 

東町内会編（夜間の部） 

 午後 4時～午後 8時まで、東町内会館にて今回初の試みとなる「夜間」に実施しました。 

夜間は気温も下がり電気もない中、懐中電灯、ランタンのみを頼りに、男性は暖をとる 

ため薪や枯葉で火を起こし、女性は手先が冷える水仕事を創意工夫しながら率先して行っていました。  

                空き缶の米は水の他、緑茶、コーラで 

炊き上げ試食した感想は、緑茶は美味し 

               いと好評でしたがコーラは・・・。 

                また、同時に社協が持参した非常食の 

「わかめごはん」をお水とお湯のどちらで 

作るのか考えていただき、お湯を沸かす 

手段など知恵を出し合い、慣れない暗闇の 

なか皆さんで分けあって食べることの大切 

さも学びました。 

 

 

 

 

 

  ≪冷水で米研ぎ≫    ≪グツグツ加熱中≫     ≪少年も参加！≫    ≪便利な非常食≫ 

              講師の山口 幸雄 氏より、空き缶の米は 1回濯ぎ米の 1.2 倍の水を入れ 

             ティッシュを丸めて蓋をしてから水がなくなれば出来上がり、缶を火から離 

して熱くない程度まで蒸らしました。時間に決まりはなく、感覚で覚えて子 

供にも伝えてほしいとお話がありました。 

●東町内会参加者の声● 

 

 

 

                

 

 

   

 

 

 

 

                          災害時の対応について検討中の町内会の皆様 

是非お声掛けください。 

                         ■問い合わせ先 

                          社会福祉法人 中標津町社会福祉協議会   

                           地域支援業務担当 ℡0153-79-1231 

                 

 
≪炭が燃えるまでうちわで 

煽ぎました≫ 

 

【ワンポイント】～暗闇での作業は手元が見えず大変でした。 
懐中電灯は非常時に欠かせない必需品です！ 

 ≪紙を丸めて米を空き缶に 

詰めています≫  

 

 

・今後、町内会館に非常食や家で使わない毛布 

を備蓄しようと思う。 

・自分の住んでいる町内会に何があるのか今一 

度確認する良い機会となった。 

・災害に対する意識が高まった。 

缶で炊いたご飯

も美味しい！！ 

非常食のえびピラフ

が水を入れるだけで

出来るなんて凄い！ 

非常食のカレーが温か

くなることに驚いた。 

湧水が２ヶ所あるか

ら水は確保できる！ 

 

 
 

中標津町総合

福祉センター

『プラット』

内に展示して

います！ 



 

    あたたかい真心をありがとうございます     

香典返しにかえて 

髙 藤 以智子 様   関 矢 久 治 様   佐 藤 トシエ 様   佐 藤 毅 教 様 

西 田 悦 子 様   谷 口 秀 顕 様   松 尾 しげ子 様   花 尻   進 様 

川 上 節 子 様   下   弘 子 様   齊 藤 栄 子 様   髙 津   寛 様 

阿 部 勝 男 様   新 谷 静 子 様   安 達   勉 様   阿 部 正 博 様 

渡 辺 達 子 様   細 矢 栄 司 様   山 崎 貴 信 様   柿 本 輝 昭 様 

上 野 和 雄 様   茂 木 哲 也 様   青 山 清 子 様   藤 渡 久 雄 様 

味 元 正 一 様   佐 藤 邦 彦 様   岡 田 スエ子 様   坂 本 トキ子 様 

駒 沢 ツ ヨ 様   鶴 巻 ラク子 様   池 田 秀 賀 様     豊間根   巧 様 

木 下 喜 代 様   奥 山 景 子 様   太 田 成 子 様    

  篤志寄付 

  中標津ロータリークラブ 様                  平成 25 年 11 月 30 日分まで掲載 

 

収集ボランティアにご協力感謝いたします 

リングプル・使用済み切手・書き損じハガキ・テレフォンカード・ベルマーク 

矢 萩 義 江 様   成 沢 スズヱ 様   菊 地 好 男 様   前 野 洋 子 様 

満 永 恒 義 様   磯 田 よしゑ 様   齊 藤 栄 子 様   福 田 親 美 様 

小 山 幸 子 様   山 本 智 也 様   守 田 美 和 様   青 山 智 和 様 

太 田 恵美子 様   中 谷 姫 乃 様   重 松 麗 子 様   松 本 隅 雄 様 

中 野 タヱ子 様   大 寺 信 一 様   村 上 恵 子 様   渡 辺 けい子 様 

河 村 澄 子 様     小野瀬 千鶴子 様   遠 藤 ハル子 様 

住友生命中標津中央支部 様   フコク生命 様     明治安田生命 様  

中標津桜ヶ丘楽寿クラブ 様   南町新生クラブ 様   中標津白樺町内会寿クラブ 様 

コマツ道東株式会社 様     俣落老人クラブ 様   パークゴルフ遊ぼう会 様 

光農機 様           ジイテック 様     西町町内会 様 

雪印メグミルク(株)なかしべつ工場 様    (株)大地 ペットショップチワワン 様 

                                平成 25 年 11月 30 日分まで掲載 

 

 

 10 月 6 日（日）泉町会連絡協議会

の主催で『合同レクリエーション』

が行われました。今年は 170 名の

参加があり、ジンギスカンを食べな

がら交流を楽しんでいました。 

 

今号の

一枚 


